
現在、吹奏楽部の部員は１～３年生の37人

（男子６人、女子31人）。他大学と比べると、

経験者の割合は少なく、多くは大学に入って

から始めた部員だ。部長の長谷川巧君も、ク

ラリネットを少し担当した程度で、現在はパ

ーカッション担当だ。

練習日は通常、月曜と木曜の午後５時から。

これでは練習量が足りないため、土曜日に朝

から夕方まで練習を行うことも多い。ただし、

定期試験１カ月前には活動を休止する。勉学

が疎かにならないためだ。

学生会館の中には、防音対策が施された最

も大きな部屋があり、ここがメインの活動場

所。それに加え、６つほどの部屋も利用でき

るなど、恵まれた環境が用意されており、大

学側の期待も大きい。

「運動部なら大会で順位づけされ、活動の

頑張り具合が分かる。しかし吹奏楽部はそう

いう目安はない。できるだけ依頼演奏などを

引き受け、学校側に貢献したい」と長谷川君。

実際、市民などから依頼を受ければ学外へ

も演奏に出向く。今春は老人ホームでボラン

ティア演奏を行い、高齢者にひとときの安ら

ぎを与えた。そのほかにも、近隣で開催され

るお祭りやイベントで演奏するケースもあ

る。依頼演奏は不定期だが、２、３、10月辺

りに予定を組み込むことが多いという。

吹奏楽部にとって最大のイベントは、毎年

11～12月に開催される「定期演奏会」だ。部

員全員が出演し活動の集大成を披露する。人

数が足りないパートは４年生に助っ人を頼む

が、実際のところ４年生頼みのパートも多い

ようだ。

今年は、第７回を迎える演奏会を11月23日

に東灘区民センターで開催する予定だ。

３部構成、２時間を超える演奏会の準備

で、今まさに忙しい時期。

定番にしていたり、得意な曲目はなく、

ポップス、クラシック、オーケストラ、

吹奏楽など、様々なジャンルをこなす。

演奏会の曲目も、部員が集まって出し合

い、多数決で決める。

演奏会では、最初は明るい曲、間を置

いてスローな曲、風変わりな曲と続き、第１

部のトリは、大きな曲を演奏するという流れ

でバランスも考慮する。

この演奏会を終わると、部の幹部が２年生

へと替わる習わしで、定期演奏会終了後から、

翌年の演奏会までの１年間が任期となってい

る。
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神戸薬科大学でも多彩なクラブ活動が

展開されているが、中でも吹奏楽部とア

ーチェリー部は活発で、クラブの顔にも

なっている。そんな吹奏楽部だが、実は

一度活動が途絶え、消滅した。しかし、

７年前に１人の学生が吹奏楽部の経験者

探しに奔走し、見事復活させた。

定期演奏会で集大成を披露

阪神国公立大学吹奏楽連盟（通称、六大）

に加盟し、年間を通して様々な行事に参加す

るなど、他大学との交流も盛んだ。六大は大

阪、大阪市立、大阪府立、大阪教育、奈良教

育、神戸薬の６大学で構成される。ただ、長

谷川君に言わせると、「他大学とは練習量も

違い、吹奏楽のレベルも違う」と、もう一段

のレベルアップが課題の様子。忙しいカリキ

ュラムに追われる薬学部ゆえに、練習量も少

なくなりがちだが、「どんどんレベルを上げ

ていきたい」と、部長としての意気込みを語

ってくれた。

六大では、５月にクリニック（各パーツご

とに先生を招いての講習）を開催、６月には

合同演奏会、10月にアンサンブルコンテスト

など、活発な活動が展開されている。未経験

で始めた部員も、先輩や学内に招いた先生か

ら教えを請い、合宿で特訓され、クリニック

など六大とも親交、切磋琢磨しながら、徐々

に上達していく。卒業後には、地元の楽団で

吹奏楽を続けている人もいるそうだ。

部長としての気苦労も多いようだ。「合奏

なので全員が揃う必要があるが、なかなか揃

わない。バイトで抜けたり、夏休みで帰省し

たりなど、部員の出欠管理が大変。自主性に

任せているため、どこまで強制して参加させ

るのかという兼ね合いが難しい」と胸の内を

明かす。

その一方で、「カリキュラムが忙しい中、

合間をぬって定期演奏会を１つの目標にして

励む。だからこそ、その終了後には充実感と

やりがいを感じる」とも。

定期演奏会などの情報は、「神薬じゃない

みたい…☆★☆」に、リニューアルされたホ

ームページ（http://www.kobepharma-u.ac.

jp/̃brass/index.html）に掲載されている。

昨年の定期演奏
会。下は練習の様
子
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他大学との合同演奏会も




